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平成 24年８月８日 

各 位 

会 社 名 東光株式会社                

代表者名 代表取締役社長 川津原 茂  

（コード番号 6801 東証第１部）  

問合せ先 執行役員 田口 康則     

                                                        TEL 049-285-2511(代表) 

 

平成 24 年 12 月期第２四半期累計期間の業績予想数値と実績値との差異 

及び通期業績予想の修正に関するお知らせ 

 

平成 24年２月 17日に公表しました平成 24年 12月期第２四半期累計期間（平成 24年１月１日～平成 24年６月 30

日）の連結及び個別業績予想数値と、本日公表の実績値に差異が生じましたので、下記の通りお知らせいたします。  

また、最近の業績動向等を踏まえ、平成 24年 12月期通期の連結及び個別業績予想につきましても、下記の通り修

正いたしましたので、お知らせいたします。 

 

記 

 

１． 平成 24年 12 月期 第２四半期累計期間 業績予想数値と実績値との差異 

（平成 24年１月１日～平成 24 年６月 30日） 

（１）連結 

 売上高 営業利益 経常利益 
四半期 

純利益 

１株当たり  

四半期純利益 

 

前回発表予想(A) 

百万円 

13,300 

百万円 

100 

百万円 

0 

百万円 

△600 

円 銭 

△6.24 

実績値(B) 13,139 300 42 △604 △5.95 

増減額(B-A) △160 200 42 △4  

増減率(%) △1.2 200.8 ― ―  

(ご参考)前期第２四半期実績 

(平成 23年 12月期第２四半期) 
13,811 △482 △660 △711 △7.40 

 

（２）個別 

 売上高 営業利益 経常利益 
四半期 

純利益 

１株当たり  

四半期純利益 

 

前回発表予想(A) 

百万円 

9,800 

百万円 

0 

百万円 

100 

百万円 

△300 

円 銭 

△3.12 

実績値(B) 9,498 △162 △185 △720 △7.10 

増減額(B-A) △301 △162 △285 △420  

増減率(%) △3.1 ― ― ―  

(ご参考)前期第２四半期実績 

(平成 23年 12月期第２四半期) 
9,997 △540 △457 △409 △4.26 
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（３）差異の発生理由 

①連結 

売上高は、車載用衛星デジタルチューナが前回予想を上回って推移しましたが、ＡＶ市場のテレビ、ゲーム向け等

の不振より全体では前回予想を 1.2%下回りました。 

営業利益は、早期希望退職実施等による労務費減少と経費削減が想定を上回り、売上高減収をカバーして、当初予

想を 200百万円上回る 300百万円となりました。営業利益は前回予想に対し 200百万円増加しましたが、株式会社村

田製作所への第三者割当増資に伴う新株発行費 54百万円及び転換社債型新株予約権付社債の発行費 51百万円を営業

外費用に一括計上したこと等により、経常利益は 42 百万円となりました。四半期純利益は、早期希望退職に係る特

別退職金が当初予想をやや上回ったこと等により△604百万円となりました。 

 

②個別 

売上高が 3.1%減収となり、営業利益は当初予想を下回る 162百万円の損失となりました。 

 営業利益の減益に加え、株式会社村田製作所への第三者割当増資に伴う新株発行費 54 百万円及び転換社債型新株

予約権付社債の発行費 51 百万円を営業外費用に一括計上したこと等により、経常利益は前回予想を 285 百万円下回

る△185 百万円となりました。四半期純利益は、早期希望退職に係る特別退職金が当初予想を上回ったこと等により

前回予想を 420百万円下回る△720百万円となりました。 

 

 

２． 平成 24年 12 月期 通期業績予想数値の修正（平成 24年１月１日～平成 24年 12月 31日） 

（１）連結 

 売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 
１株当たり  

当期純利益 

 

前回発表予想(A) 

百万円 

28,700 

百万円 

1,100 

百万円 

900 

百万円 

200 

円 銭 

2.08 

今回修正予想(B) 27,000 1,000 700 △200 △1.87 

増減額(B-A) △1,700 △100 △200 △400  

増減率(%) △5.9 △9.1 △22.2 ―  

(ご参考)前期実績 

(平成 23年 12月期) 
27,277 △248 △503 △2,629 △27.34 

 

（２）個別 

 売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 
１株当たり  

当期純利益 

 

前回発表予想(A) 

百万円 

20,700 

百万円 

400 

百万円 

600 

百万円 

100 

円 銭 

1.04 

今回修正予想(B) 19,500 200 200 △400 △3.75 

増減額(B-A) △1,200 △200 △400 △500  

増減率(%) △5.8 △50.0 △66.7 ―  

(ご参考)前期実績 

(平成 23年 12月期) 
19,730 △1,045 △1,049 △2,801 △29.13 

 

（３）修正の理由    

①連結 

スマートフォン向けの超小型メタルアロイパワーインダクタは堅調に推移しますが、経済情勢の不透明感よりノー

トパソコン、ゲーム向けなどの調整局面が続くものと予想し、通期売上高は前回予想を 1,700百万円 5.9%下回る見

通しとなりました。 

営業利益は、早期希望退職実施等による労務費減少と経費削減効果が通期で前回想定を上回る見通しですが、売上

高減収をカバーしきれず 当初予想を 100百万円下回る 1,000百万円となる見通しです。営業利益の減益に加え、上

期で発生した増資、社債発行に係る営業外費用や特別退職金等により、経常利益は 700 百万円、当期純利益は△200

百万円となる見通しです。なお、下期対米ドル為替レートは 78円としています。 
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②個別 

売上高が 5.8%減収となり、営業利益が当初予想を下回る 200百万円となる見通しです。 

営業利益の減益に加え、上期で発生した増資、社債発行に係る営業外費用や特別退職金等により、経常利益は 200

百万円、当期純利益は△400百万円となる見通しです。 

 

 

※ 上記の業績予想は、本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づき作成したものであり、実際の業績は、

今後様々な要因によって予想数値と異なる場合があります。 

 

以 上  


